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※この環境経営レポートでは、情報セキュリティの関係上個人名を表記しておりません 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

認証2008年8月22日 

発行2023年8月 4日 

先人が守り続けてきた地球。 
その地球に残る美しい自然をこれからも守り続けて、 
次世代に受け継いでいくことは 
私達の世代に課せられた使命と当社は考えております。 
しかし、その現実には循環型社会の構築が必要とされています。 
限りある資源の還元を目指し、住み良い環境づくりに努力し、 
地域社会に貢献する企業としてなお一層の精進をしていきます。 
 

代表取締役 谷﨑 晃 
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1. 会社概要並びに認証登録範囲 

① 業所名及び代表者名 

株式会社 武生環境保全  代表取締役 谷﨑晃 

資本金 2,000万円  設立 1951年3月20日（昭和26年） 

 

② 所在地（認証・登録範囲）及び環境保全に関わる責任者および担当者連絡先 

 【本社】  〒915-0801 福井県越前市家久町2-45-1 

TEL ：0778-22-1044 

FAX ：0778-24-5353 

URL ：https://www.takefukankyo.com/ 

E-mail ：info@takefukankyo.com  

Facebook：https://www.facebook.com/takefukankyo/ 

Instagram: https://www.instagram.com/takefukankyo/ 

 

 【家久第1工場】 〒915-0801 福井県越前市家久町61-2 TEL:0778-23-7001 

 【家久第1分工場】〒915-0801 福井県越前市家久町10-11-1 

【安養寺第2工場】〒915-1201 福井県越前市安養寺町141-18 TEL:0778-29-2276 FAX:0778-67-2699 

 【本保第3工場】 〒915-0806 福井県越前市本保町8-5-6 TEL:0778-21-5044 FAX:0778-21-5044 

 【北府第4工場】 〒915-0802 福井県越前市北府1丁目101-17 

 【平出倉庫】 〒915-0803 福井県越前市平出3丁目21-8 

 

③ 事業の概要 

清掃業 ：屎尿汲取・浄化槽・河川・下水道・グリストラップ・高架タンク 

廃棄物業 ：一般廃棄物・産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の収集運搬及び処理 

その他 ：遺品整理・給排水設備工事・古物商・消火器及びリサイクル家電の引取 

 

④ 沿革 

1951年3月20日  株式会社武生衛生社設立 武生市全域の屎尿汲取を事業とする 

1975年4月1日  産業廃棄物収集運搬・中間処理許可取得  

1981年7月1日  株式会社武生環境保全に改称 

1985年1月20日  発泡スチロール再生工場設置（旧家久第1工場） 

1990年5月20日  固形燃料化プラント設置（安養寺第2工場） 

2002月10月30日 焼却処理施設設置（家久第1工場） 

2006年8月9日  破砕処理施設設置 

2011年4月1日  北府第4工場新設 

2016年4月1日  家久第1分工場新設 

2021年10月  安養寺新工場 1期工事完了 

2022年4月    2期工事完了 北府第4工場閉鎖 

2022年12月    3期及び全工事完了 家久第1分工場一部業務移管 

 

  

http://www.takefukankyo.com/
mailto:info@takefukankyo.com
https://www.facebook.com/takefukankyo/
https://www.instagram.com/takefukankyo/
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⑤ 車両設備 

屎尿・浄化槽清掃車両 

 

その他車両 

糞尿車（バキューム） 4台 軽トラック 3台 

清掃車（ダンパー） 1台 乗用車 6台 

   うち環境対策車 （2台） 

廃棄物収集運搬車両   

塵芥車（プレスパッカー） 13台 作業用車両 

キャブオーバ（平ボディ） 5台 フォークリフト 8台 

脱着装置付きコンテナ専用車 11台 タイヤショベル 1台 

ダンプ 5台 バックホウ 4台 

バン 6台 除雪車 1台 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

⑥ 事業規模 
項目 単位 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 

従業員数 人 85 87 87 89 87 

売上高（税別） 万円 87,100 94,700 101,000 103,690 107,812 

本社 
床面積 ㎡ 1,356.97 1,356.97 1,356.97 1,356.97 1,356.97 

敷地面積 ㎡ 2,933.37 2,933.37 2,933.37 2,933.37 2,933.37 

家久第1工場 
床面積 ㎡ 629.37 629.37 629.37 629.37 629.37 

敷地面積 ㎡ 1,028.63 1,028.63 1,028.63 1,028.63 1,028.63 

家久第1分工場 
床面積 ㎡ 114.80 114.80 114.80 114.80 114.80 

敷地面積 ㎡ 2,692.67 2,692.67 2,692.67 2,692.67 2,692.67 

安養寺第2工場 
床面積 ㎡ 2,079.82 2,079.82 2,079.82 2,079.82 2,079.82 

敷地面積 ㎡ 4,665.43 4,665.43 4,665.43 4,665.43 5,336.35 

本保第3工場 
床面積 ㎡ 699.25 699.25 699.25 699.25 699.25 

敷地面積 ㎡ 991.74 991.74 991.74 991.74 991.74 

北府第4工場 
床面積 ㎡ 770.04 770.04 770.04 770.04 770.04 

敷地面積 ㎡ 1,115.46 1,115.46 1,115.46 1,115.46 1,115.46 

平出倉庫 
床面積 ㎡ 305.54 305.54 305.54 305.54 305.54 

敷地面積 ㎡ 798.45 798.45 798.45 798.45 798.45 

産業廃棄物収集運搬量 t 6,160.1 6,240.3 ※ ※ ※ 

一般廃棄物収集運搬量 t 19,209.2 19,701.8 ※ ※ ※ 

産業廃棄物処理量 t 9,300.9 9,385.8 ※ ※ ※ 

一般廃棄物処理量 t 904.6 1,197.8 ※ ※ ※ 

走行距離 Km 767,648.0 870,998 978,566 978,682 1,026,107 

※内容が重複するため、環境への負荷状況を参照してください。 
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⑦ 環境活動に関わる体制及び役割と権限・責任 

 

2022年12月25日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
部門 一廃 産廃 屎尿 営繕 営業 経理 本社

社員 21人 9人 4人 1人 3人 5人 1人

パート 0人 0人 0人 0人 0人 0人 2人

小計 21人 9人 4人 1人 3人 5人 3人

部門 家久 家久分 安養寺 本保 北府 役員
社員 7人 - 14人 4人 - 社員 69人 4人

パート 0人 - 5人 7人 - パート 14人 総計
小計 7人 - 19人 11人 - 合計 83人 87人

小計

 
 

役職 役割・責任・権限 

代表取締役 

・統合マネジメントシステムの実施に必要な、人・設備・費用・時間・技術責任者を準備。 

・統合管理責任者を任命する。 

・経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知。 

・経営代表者による全体の評価と見直しを実施。 

統合管理責任者 

・環境経営システムの構築・実施・管理。 

・環境関連法規制等の取りまとめを確認。 

・環境目標・環境活動計画書を確認。 

・環境活動の取組結果を代表者へ報告。 

副統合管理責任者 

・統合管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局。 

・環境負荷及び取組の自己チェックの実施。 

・環境関連法規等取りまとめ表の作成。 

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく順守評価の実施。 

・環境目標、環境活動計画原案の作成。 

部門長 

・自部門における環境活動計画の実施及び達成状況の報告。 

・自部門における環境方針の周知徹底、従業員に対する教育訓練の実施。 

・特定項目の手順書作成及び運用管理 

・自部門の特定された緊急事態対応のための手順書作成、テスト・訓練を実施、記録の作成。 

・問題点の発見、是正・予防処置の実施。 

全従業員 
・経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚 

・決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。 
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⑧ 取得許可一覧  
産業廃棄物収集運搬業許可 ☆優良認定 収集運搬可能許可品目 

許可地域 許可番号 許可年月日 有効期限 
燃
え
殻 

汚
泥 

廃
油 

廃
酸 

廃
ア
ル
カ
リ 

廃
プ
ラ
類 

ゴ
ム
く
ず 

金
属
く
ず 

ガ
・
コ
・
陶 

鉱
さ
い 

が
れ
き
類 

ば
い
じ
ん 

紙
く
ず 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

動
植
物
性
残
さ 

感
染
性 

石
綿
含
有 

水
銀
使
用
製
品 

水
銀
ば
い
じ
ん 

福井県☆ 第01815008070号 2021年2月8日 2028年2月7日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ 

石川県☆ 第01700008070号 2020年6月12日 2027年5月14日 ○ ○ ○   ○  ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○    ○  

富山県☆ 第01603008070号 2016年11月29日 2023年11月28日  ○ ○  ○ ○  ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○      

滋賀県☆ 第02501008070号 2018年9月10日 2025年7月28日   ○   ○ ○ ○ ○    ○ ○ ○    ○  

岐阜県☆ 第02100008070号 2018年5月28日 2025年5月6日      ○       ○ ○       

愛知県☆ 第02300008070号 2020年6月22日 2027年5月18日 ○     ○      ○ ○        

兵庫県☆ 第02805008070号 2017年1月10日 2024年1月9日      ○ ○ ○ ○  ○          

大阪府☆ 第02700008070号 2023年6月14日 2030年6月13日  ○    ○ ○ ○ ○  ○  ○ ○ ○ ○   ○  

三重県☆ 第02400008070号 2019年8月26日 2026年5月6日 ○ ○    ○  ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○      

岡山県☆ 第03300008070号 2019年12月9日 2026年11月27日  ○ ○   ○      ○ ○ ○ ○      

京都府 第02600008070号 2019年12月2日 2024年12月1日 ○     ○        ○       

特別管理産業廃棄物収集運搬業許可 ☆優良認定                     

福井県☆ 第01865008070号 2021年3月23日 2028年3月22日  ○ ○ ○ ○            ○    

石川県☆ 第01754008070号 2019年9月27日 2026年8月21日   ○                  

富山県☆ 第01653008070号 2016年11月29日 2023年11月28日  ○          ○     ○    

岡山県☆ 第03350008070号 2019年12月9日 2026年11月27日  ○ ○         ○         

秋田県☆ 第00551008070号 2023年6月29日 2030年6月28日  ○                   

 

産業廃棄物積替え保管 

住所 面積 許可品目 保管量 

家久第1分工場 

越前市家久町10-11-1 

252.00㎡ 

廃プラスチック類・金属くず・ガラスくず、コンクリートくず、及び陶磁器くず・がれき類 144.00㎥ 

燃え殻・汚泥・廃油・金属くず・ガラスくず、コンクリートくず、及び陶磁器くず・がれき類 120.00㎥ 

紙くずと木くず・繊維くず 48.00㎥ 

廃プラスチック類と紙くず・木くず・繊維くず・ゴムくず 48.00㎥ 

180㎡ 感染性産業廃棄物 720㎥ 

 

 

福井県処分許可 許可番号 許可年月日 有効期限 

産業廃棄物☆ 第01820008070号 2019年2月8日 2026年2月7日 

特管産業廃棄物☆ 第01870008070号 2018年8月31日 2025年8月30日 

 

処理施設の場所 処理施設の種類・方式 処理する産廃の種類 処理能力 

本社 圧縮 廃プラスチック類、紙くず ⑧   2.4t/日 8時間稼働   300kg/h 

家久第1工場 焼却 汚泥、廃油、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、動

植物性残さ、ゴムくず、金属くず、「ガラスくず、コンクリートく

ず(工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く)及び陶

磁器くず」 

①  14.64t/日 24時間稼働 610kg/h 

焼却（特管） 廃油、感染性産業廃棄物 ● 14.64t/日 24時間稼働 610kg/h 

家久第1分工場 破砕 廃プラスチック類、繊維くず、金属くず、「ガラスくず、コンクリ

ートくず（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除

く。）及び陶磁器くず」 

水銀使用製品産業廃棄物（蛍光ランプ及びHIDランプに限る。） 

③   4.736t/日 

④   2.4 t/日 

⑪   4.624 t/日 

8時間稼働   592kg/h 

8時間稼働   300kg/h 

8時間稼働   578kg/h 

安養寺第2工場 破砕・選別 

 

 

固形燃料化 

 

選別 

・廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金

属くず、「ガラスくず、コンクリートくず（工作物の新築、改築又

は除去に伴って生じたものを除く。）及び陶磁器くず」、がれき類 

・燃え殻、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、動植

物性残さ、ゴムくず 

・廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金

属くず、「ガラスくず、コンクリートくず（工作物の新築、改築又

は除去に伴って生じたものを除く。）及び陶磁器くず」、がれき類 

⑤  14.72 t/日 

⑥  62.24 t/日 

⑨  30.4 t/日 

⑭ 115.2 t/日 

⑦  21.52 t/日 

⑩  17.52 t/日 

⑫  17.52 t/日 

⑬  18.4 t/日 

⑮  63.2 t/日 

8時間稼働  1,840kg/h 

8時間稼働  7,780kg/h 

8時間稼働  3,800kg/h 

8時間稼働 14,400kg/h 

8時間稼働  2,690kg/h 

8時間稼働  2,190kg/h 

8時間稼働  2,190kg/h 

8時間稼働  2,300kg/h 

8時間稼働  7,900kg/h 

本保第3工場 破砕 廃プラスチック類 ②   2.4 t/日 8時間稼働   300kg/h  

北府第4工場 - - - - 
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許可種類 許可地域 許可・登録番号 許可日 許可有効期限 

一般廃棄物収集運搬業許可 
越前市 第2号 2022年4月1日 2024年3月31日 

福井市 第16号 20２3年4月1日 2025年3月31日 

一般廃棄物処分業許可 越前市 廃プラスチック類・木くず 第29号 2022年7月16日 2024年7月15日 

競争入札参加資格 福井県 03003893 2825007 2021年4月1日 2024年3月31日 

一般貨物自動車運送事業 福井県 中運自貨振第121号 2002年6月4日  

浄化槽清掃 越前市 第7号 2022年4月1日 2024年3月31日 

浄化槽保守点検業 福井県 第55号 2020年5月7日 2025年5月11日 

浄化槽工事業 福井県 第86号 2022年3月30日 2027年3月29日 

給水装置工事事業者 
越前市 第7号 2006年4月1日  

南越前町 第35号 2005年10月1日  

下水道排水設備指定工事店 越前市 第51号 2021年11月1日 2024年10月31日 

排水設備指定工事店 越前町 第84号 2020年4月1日 2025年3月31日 

計量証明事業 越前市 第17-133号 2005年3月22日  

古物商 越前市 第521110008915号 2013年4月11日  

 

 

2. 廃棄物の処理工程図 
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3. 環境経営方針 

 

  
< 会 社 理 念 > 

～「ゼロ・エミッション」人と地球のために 廃棄物の資源化にむけて～ 
 
 株式会社 武生環境保全は、業界トップを目指す為に全従業員がサービス業としての自覚を持ち、全ての顧客

へ信頼と安心の提供、何より愛される企業を目指します。そのために品質・環境・労働安全衛生・そして情報セ

キュリティを統合マネジメントシステムとして構築・運用し、当社に係る全ての人と共に行動できる組織とし

て、地球環境と企業の社会的責任を重視して活動します。 
 

< 経 営 方 針 > 
 株式会社 武生環境保全は、廃棄物の収集運搬及び処理と給排水における工事に係る全ての事業活動におい

て、顧客の要望を第一に考え行動することで環境事業者としての信頼が得られるように全従業員が一丸となっ

て取り組みます。 
 

< 基 本 方 針 > 
一 顧客の要望を第一に考え、常に「はい、喜んで」の精神で、顧客が満足して頂ける組織としてより良いサー

ビスを提供します。 
一 省エネルギーの推進を元に、廃棄物の選別をより多く行う事でリサイクル率のアップと製品の品質向上に

努めます。 
一 作業環境の安全と健康を確保するために、常にそのリスクを洗い出し改善することで、当社の事業に係る

全ての人の災害・健康被害を撲滅します。 
一 情報セキュリティに関するモラルやスキルの向上を全従業員と共に図るため、教育活動を進め、顧客はも

とより社内の事業に係る重要な情報の管理を行います。 
 
 

全ての活動において、関係法令・条例及び利害関係者との協定を遵守します。 

また、地域社会における活動へ積極的に参加し、地域に溶け込んだ活動を行います。 
この方針を全従業員に周知すると共に、社外へも公表し、その達成に努めます。 
この方針を達成する為に部門ごとの目標を定め定期的に見直し、継続的改善を進めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

制定日  2007 年  1 月  1 日 

改定日  2015 年 10 月  1 日 

株式会社 武生環境保全 

代表取締役 谷崎 晃 
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4. 環境への負荷の状況 

 

係数・品目等 単位 2020年 2021年 2022年

購入電力 kWh 1,656,854 1,555,679 1,651,459

ガソリン L 12,116 12,679 11,866

軽油   L 267,975 277,571 285,332

灯油 L 5,323 5,483 4,627

A重油 L 17,650 26,050 20,900

合計 1,959,918 1,877,461 1,974,184

購入電力 - 0.480kg-CO2/kWh 770,437 752,949 792,700

ガソリン 2.322 28,129 29,436 27,549

軽油 2.585 692,706 717,510 737,574

灯油 2.489 13,252 13,649 11,519

A重油 2.710 47,825 70,586 56,631

合計 1,552,349 1,584,130 1,625,973

燃え殻 3.6 6.7 7.3

汚泥 1,368.9 2,438.2 2,032.3

廃油 8.2 0.0 0.0

廃酸 0.0 0.0 0.0

廃アルカリ 0.0 0.0 0.0

廃プラ類 2,021.8 2,188.7 1,912.4

紙くず 254.4 288.5 320.2

木くず 110.5 117.3 81.6

繊維くず 103.9 103.5 103.5

動植物性残渣 453.8 475.1 436.3

ゴムくず 0.0 0.0 0.0

金属くず 40.8 35.2 56.3

ガ・コ・陶 261.8 47.2 11.3

がれき類 77.1 1.3 24.7

ばいじん 0.0 0.6 0.0

建設混合廃棄物 1,713.5 1,616.3 1,365.2

発泡（廃プラ） 260.0 260.4 235.5

感染性 0.2 0.0 0.2

汚泥（有害） 0.0 0.0 0.0

6,678.5 7,579.0 6,586.7

汚泥 811.2 732.4 568.5

廃油 0.0 0.0 0.0

廃プラスチック類 5,056.8 4,148.3 3,863.3

紙くず 406.4 430.9 487.1

木くず 243.1 236.7 167.1

繊維くず 122.7 145.9 159.4

動植物性残渣 24.6 16.4 49.9

ゴムくず 0.0 0.0 0.0

金属くず 192.6 26.5 10.7

ガ・コ・陶 62.4 35.7 44.6

廃油（有害） 0.3 0.0 0.0

感染性 1,014.2 1,116.4 1,301.7

廃水銀燈（蛍光灯） 13.2 10.5 9.7

建設混合廃棄物 1,740.8 1,771.9 1,311.5

発泡スチロール 260.9 261.9 246.3

9,949.1 8,933.4 8,219.7

廃プラスチック類 3,366.2 2,620.9 2,583.3

紙くず 397.8 430.9 479.3

木くず 220.6 193.7 149.3

繊維くず 112.9 114.2 146.3

動植物性残渣 4.4 4.0 4.5

ゴムくず 0.0 0.0 0.0

燃え殻 0.0 19.2 0.0

発泡スチロール 260.9 261.9 246.3

金属くず 192.5 26.5 10.7

4,555.2 3,671.3 3,619.7

最終処分量 t - - -

外部　埋立処理 672.9 456.9 417.3

外部　その他処理 1,590.1 854.4 818.7

最終処分量小計 2,262.9 1,311.3 1,236.0

サーマルリサイクル 4,101.9 3,383.0 3,362.7

マテリアルリサイクル 453.4 288.3 257.0

再資源化等量小計 4,555.2 3,671.3 3,619.7

t 6,818.2 4,982.6 4,855.7

環境への負荷

エネルギー使用量

二酸化炭素排出量

産業廃棄物

収集運搬量

産業廃棄物

t

特別管理

産業廃棄物

収集運搬量　合計

kg-CO2

産業廃棄物

中間処理量

中間処理量

リサイクル

含む
t

中間処理量　合計

サーマル

リサイクル

再資源化等 t

最終処分量　合計

マテリアル

リサイクル

再資源化等量計

t

中間処理後処分量合計

中間処理後の

産業廃棄物

最終処分 t
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5. 環境経営目標 

各項目の経営目標 

 
※リサイクル量はサーマルリサイクル及びマテリアルリサイクルを行った量（再資源化等）を指す。 

① 電気や軽油の使用量については、業務内容により大きく左右されるため実績把握のみとする。 

② 水使用の目標は前年の数字を維持する。 

③ 産業廃棄物の自社処理リサイクル率40%を目標とする。 「産廃リサイクル量」÷「産業廃棄物中間処理量」 

④ 廃棄物の取扱量により電力や軽油の使用量が大きく変動する。実数での目標は行わないが、作業効率を目標とする。 

「処理量に対する電力の使用量」[149]  「電気の使用量」÷「中間処理量 合計」 

「軽油使用量に対する廃棄物の運搬量」[10.2] 「軽油の使用量」÷「収集運搬量 合計」※値が小さいと高効率 

⑤ 2019年の外部排出量（約2,576t）比で2024年までに産業廃棄物の総排出量10%削減を目指す。 

中間処理業者のため最終処分として外部排出しなければならいのは必須だが、2019年の自社処理量に対しての外部排出

量（28%）をベースとして2024年までに10％削減、外部排出量18%を目標とする。 

2019年の自社処理量に対しての外部排出量（28%）をベースとして2024年までに10％削減、外部排出量18%を目標

とする。 

 

係数・品目等 単位 2020年 2021年 2022年

事業系 2,671.4 2,494.7 2,601.8

家庭系（塵芥・分別） 11,080.9 11,056.7 10,996.5

屎尿・浄化槽 5,591.8 5,191.2 4,626.0

収集運搬量　合計 19,344.1 18,742.6 18,224.3

260.3 258.8 263.7

うち再資源化等 260.3 258.8 263.7

- - -

- - -

- t 0.44 0.43 0.38

- t 2,262.9 1,311.3 1,236.0

上水 - - -

工業用水 - - -

地下水 22,578.0 23,158.0 23,269.0

公共用水 河川 3,116.0 3,383.0 3,398.0

- - -

- kg - - -

資源使用量 資源の種類 - t

化学物質使用量

一般廃棄物の総排出量

産業廃棄物の総排出量

水使用量 ㎥

総排水量 ㎥
下水道

環境への負荷

一般廃棄物

収集運搬量
t

一般廃棄物中間処理量

t
中間処理後の最終処分量

最終処分量

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年
実績 実績 実績 目標 目標 目標 目標

電気の使用量 kWh 1,656,854 1,555,679 1,651,459 - - - -
軽油の使用量 L 267,975 277,571 285,332 - - - -

二酸化炭素排出量 Kg-CO2 1,552,349 1,584,130 1,625,973 - - - -
産業廃棄物収集運搬量 t 6,679 7,579 6,587 - - - -
一般廃棄物収集運搬量 t 19,344 18,743 18,224 - - - -

収集運搬量　合計 t 26,023 26,322 24,811 - - - -
産業廃棄物中間処理量　① t 9,949 8,933 8,220 - - - -

一般廃棄物中間処理量 t 260 259 264 - - - -
中間処理量　合計 t 10,209 9,192 8,483 - - - -

産業廃棄物リサイクル量　② t 4,555 3,671 3,620 - - - -
一般廃棄物リサイクル量 t 260 259 264 - - - -
リサイクル量　合計※ t 4,815 3,930 3,883 - - - -

水使用量 ㎥ 22,578 23,158 23,269
産業廃棄物のリサイクル率 ②÷① % 45.8% 41.1% 44.0% 40.0% 40.0% 40.0% 40.0%

処理量に対する電力の使用量 電力÷処理 162.3 169.2 194.7 149.0 149.0 149.0 149.0
軽油使用量に対する廃棄物の運搬量 軽油÷収集 10.3 10.5 11.5 10.2 10.2 10.2 10.2

受入廃棄物中の外部排出量比 外部÷処理 22.7% 14.7% 15.0% 18.2% 18.2% 18.2% 18.2%

現状維持

年間総量 単位
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6. 環境経営計画 

 

取組目標 責任者 活動項目 実施時期 

二酸化炭素排出量の削減 

（電気使用量削減） 

（軽油使用量削減） 

運行管理部長 アイドリングストップ・ルート収集の効

率化、急動作の削減 

車両運行時 

処理業務部長 稼働時間の見直し 暖機運転・休憩中 

取締役（統括） 未使用場所の消灯・エアコン設定温度の

管理 

離席時・休憩中 

廃棄物排出量の削減 取締役（統括） 印刷物の見直し 常時 

水使用量の削減 運行管理部長 

処理業務部長 

地下水使用量の把握 

節水に努める 

洗車時 

焼却炉稼働時 

化学物質使用量の削減 - 対象物質の使用無し - 

受託した産業廃棄物の収集

運搬・処分における環境配

慮に関する項目 

運行管理部長 

処理業務部長 

環境負荷の大きな古い車両入替え 

リサイクル率の向上、工場見学 

ボランティア活動 

随時 

 

 

 

7. 環境経営活動の取組結果及び評価 

① 二酸化炭素排出量の削減 

(ア) 収集運搬業務 

・越前市（及び南越前町）の一般廃棄物収集運搬業務では、2021年の途中から一般廃棄物処理施設（南越清掃組合）

が越前市から南越前町へ移設し、2022年は完全移設となったことで走行距離が増加したことが影響し、軽油使用量の

増加へと繋がった。その中でも定められた場所を回るため効率的なルート収集を行うことで無駄を減らしての収集を行

うことができた。また、自社処理場の統廃合により一部の廃棄物処理効率が良くなったものの、運搬拠点よりも搬入先

が遠のいたため運搬距離が伸び軽油使用量が増加した。 

・収集運搬車両についてはPTO（※Power Take Off）作業を行わない場合にアイドリングストップの実施や、エアコ

ン使用の制限を行うことで温室効果ガスの排出量削減に努めた。 

・エコ走行を行うために社員教育として、適性診断やエコドライブ講習に参加させることで、燃費向上についての意識

を高めることができた。 

・デジタルタコグラフの装着により急動作（急発進・急停車・急ハンドル）による警告を行うことで、燃料使用量及び

タイヤの長寿命化に繋げることができた。また、走行記録を元に点数付けを行い、毎月ランキングを掲示することで、

エコドライブについての意識が高まり事故削減にも努めた。2023年からはデジタコの評価基準を一新し簡単に高評価

を取得できないようになる予定で、低評価の者には個別指導を検討している。それに伴いタイヤなどの消耗品の長寿命

化を狙う。 

・車両点検やメンテナンスを行うことで、故障箇所の早期発見・予防を行い修理費等の経費削減に努める。 

・安全面ではほぼ全ての車両にドライブレコーダーを取り付け、一部車両にはバックカメラを設けることで事故のリス

クを減らすことが出来た。 

 

  ※PTO：大きな動力が必要な作業時にエンジンから動力を取り出して、原動力を生み出す仕組み。 
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(イ) 処理業務 

・廃棄物処理用の機械は多くの電力を消費します。稼働時間や負荷状況により使用量は変動しますが、廃棄物処理設備

の増設を行ったことで処理能力が向上し、処理効率は良くなったが機械の同時稼働率が上がったことで消費電力の増加

へと繋がった。 

・繁忙期など廃棄物の受入量に応じて休憩時間をずらし、機械設備の稼働を止めずに作業を行うことで、再始動時の暖

機運転や、瞬間消費電力が増加するような回数をへらすことで電気使用量の削減を行った。 

・重機等の操作中に来訪者の対応を行う場合には、安全な状態でエンジンを切ってからの対応を心がけた。 

・2022年末から家久分工場の一部業務が安養寺工場へと統合されたことで、廃棄物処理の効率化が見込めるようにな

った。今までは北府工場も含めて前処理後に安養寺工場等への社内運搬が必要で、効率が悪かったが、新たな設備導入

もあったことで処理能力を高められた。 

(ウ) その他 

・事務所では必要ない場所や離席時、お昼には照明を消灯することで節電に努めています。また、照明をLED化したこ

とで光度調整が可能になり電気使用量の調整が可能になりました。 

・一部のみではあるが、製造から20年以上経過したエアコンを新しい物へ交換することができた。 

 

② 廃棄物排出量の削減 

・工場の統合及び設備入替えにより新しい選別ラインを設けたことで、処理速度があがり効率の良い処理が行えるよう

になった。しかし、コロナ禍で製造業の生産量落ち込みが影響し廃棄物搬入量が減少したことで、選別処理に掛ける時

間を多く取ることができたため、リサイクル出来る物の抽出が強化されたこともあり2022年は外部排出量（サーマ

ル・マテリアル売却分を除き）15％に抑える事ができた。この調子で選別力をより一層強化することで、今後も外部排

出量を減らしていきたい。 

・病院関連から排出される感染性廃棄物の排出量は増加を辿り、受入量は過去最高となった。 

・プリンター（複合機）を入れ替えたことで、印刷物の内容確認やモノクロへの変更が印刷前に確認可能となり、無駄

な印刷やトナー（経費）の削減に繋がった。また、資料に応じて両面印刷を行い紙の使用量を抑えた。 

・FAXには機密文書以外の裏紙を使用することで用紙使用の削減を行った。 

・紙やプラスチックなど自社内でリサイクル出来る物は、本社に専用のコンテナを設置し可能な限り安養寺工場へ運び

リサイクルしている。 

 

③ 水使用量の削減 

地下水を日常的に洗車等に使用しているが、水を出したままにしない等節水を心がける。今後車両が増えることや、焼

却量が増えることで冷却水としての利用も増加するため削減目標は行わない。 

 

④ 化学物質使用量の削減 

報告対象となる化学物質の使用はありませんでした。 

 

⑤ 受託した産業廃棄物の収集運搬・処分における環境配慮に関する項目 

・一部車両は自動車NOx・PM法非対応のため、対象地域での使用予定は無くとも対応が行えるよう順次入替えを行っ

ていく。 

・受託した廃棄物の選別精度を高め、再利用可能な物を少しでも多く取り出し、最終処分量（外部埋立）を抑えられる

ように取り組んだ。 

・法改正や外部受入基準の厳重化により、条件を満たさなければ排出することができないことを、排出業者及び搬入業

者に周知・教育を行うことで適正処理や再利用を円滑に行えるようにしていく。 
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⑥ 社会貢献 

雪解け後のゴミ拾いや草刈り、河川の清掃等を行いました。これらを毎年積極的に続けていきたいです。 

ゴミ拾い      河川敷草刈り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ グリーン購入の推進 

乗用車にはハイブリッド車等の環境対策車両を導入しています。購入する物品は環境に考慮された商品を優先的に購入す

るように心掛けた。 

 

 

8. 感謝祭 -子どもたちの夢を乗せて走ろう！- 

「日頃の感謝を込めて地域住民の方へ恩返しできればいいな」をスローガンに2019年から近隣の園児を対象にイラス

トを描いてもらい、社内投票で選ばれた作品を新たに納車されたパッカー車（ごみ収集車）に描きました。 

今回で4台目となるラッピング車のイラストは、10月15日に表彰と合わせ各々のイラストが描かれた世界に1つの記念品

の贈呈と合わせて執り行われました。 

 

約2週間 市内のショッピングセンターSIPYさんにて車両の展示を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍の影響で当初より実施できずにいる「たけかん祭」は、次回の車両が完成する頃には改めて準備を行い開催できるよ

うに頑張りたいと思っています。 
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9. 翌年の取組内容 

 これまでの取り組みをベースに翌事業年も活動の継続を行っていきます。 

環境目標項目 取組内容 

二酸化炭素排出量の削減 

・車両設備のアイドリングストップ 

・エアコン使用の適正化 

・グリーン電力を利用した再生可能エネルギーによる電力供給会社への切り

替えを検討 

受託した産業廃棄物の 

再利用率アップ 

・運搬や選別方法の適正化 

・排出事業者との協力を得ることが今後の課題となる。 

・排出事業者に強力頂き、 

廃棄物の排出量削減 

・印刷物の見直しやモノクロ印刷を実施 

・FAXには裏紙を利用する。（機密文書等の裏紙は使用しない） 

・リサイクルボックスを設け、紙・木・プラ等のサーマルリサイクル実施 

水使用量の削減 ・節水を心掛ける。 

化学物質の使用量削減 ・PRTR法に該当する化学物質の使用はありません。 

エネルギー使用量の削減 
・PTO作業時以外のアイドリングストップを心掛ける 

・必要無い設備の稼働を停止させることで、使用量削減に努める。 

グリーン購入の推進 ・事務用品等の環境に考慮した商品購入の推奨 

 

 ソーラーパネル設置 

  順に各工場へソーラーパネルを設置し、太陽光発電を行っています。 

2013年1月 本社 

2013年12月 北府第4工場 2022年4月まで発電 

2014年9月 本保第3工場 

   安養寺第2工場 設置予定 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

0kw
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10. 環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

環境関連法規などの遵守状況の確認 

法規・条例 法規制・条例 当社での対応 遵守状況 

大気汚染 

大気汚染防止法 
特定施設の届出等 

年1回以上の測定・分析 
○ 

自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における総量の削減等

に関する特別措置法（自動車NOx・PM法） 
指定地域での走行可能車両の把握 ○ 

水質汚濁 

水質汚濁防止法 
71の4産業廃棄物処理施設 

生活排水のみ排出 
○ 

下水道法 対象場所無 - 

浄化槽法 定期点検、清掃 ○ 

土壌汚染 土壌汚染防止法 該当場所無 - 

騒音 騒音防止法 該当場所無 - 

振動 振動防止法 該当場所無 - 

地盤沈下 
工業用水法 該当場所無 - 

建築物用地下水の採取の規制に関する法律（ビル用水疱） 該当場所無 - 

悪臭 悪臭防止法 越前市は規制地域外 - 

化学物質 

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法） 取扱い無し - 

化学物質排出把握管理促進法（化管法） 取扱い無し - 

ダイオキシン類対策特別措置法 

焼却炉設置届出 

排出基準の設置 

年1回以上の測定・分析 

（排ガス・燃え殻・ばいじん） 

事故時の応急処置と知事への通報 

○ 

ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法 

（PCB廃棄物処理特別措置法） 
取扱い無し - 

毒物および劇物取締法(毒劇法) 取扱い無し - 

消防法 

軽油タンク10,000L 本社 

重油タンク15,000L 家久 

設置許可証・指定可燃物届360t 安養寺 

○ 

水銀による環境の汚染の防止に関する法律（水銀汚染防止法） 取扱い無し - 

廃棄物 

リサイクル 

資源の有効な利用の促進に関する法律（資源有効利用促進法） 対象業種から委託を受け対応 ○ 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法） 

一般廃棄物収集運搬・処理業許可 

産業廃棄物収集運搬・処分業許可（特別管理

産業廃棄物を含む） 

○ 

産業廃棄物保管場所・処分場所の適正保管と

掲示板の設置 
○ 

排出事業者・処分業者との委託契約 ○ 

産業廃棄物管理票・帳簿作成と管理 ○ 

容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律 

（容器包装リサイクル法） 
委託を受けて実施 ○ 

特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法） 運搬等代理対応 ○ 

建築工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法） 委託を受けて実施 ○ 

食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律（食品リサイクル法） 取扱い無し - 
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使用済み自動車の再資源化等に関する法律（自動車リサイクル法） 
廃車にするときは登録された引取業者へ引渡

す 
○ 

土地利用 工場立地法 該当場所無し - 

地球環境保全 

省エネ等 

地球温暖化対策の推進に関する法律（温対法） ソーラーパネルの設置 ○ 

エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する法律 

（省エネ法） 

非化石燃料を原料としたRPF（固形燃料）を

製造販売している 

1,500kl以上は報告義務 

実数 約750kl/年 基準値の50%未満  

○ 

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律 

（フロン排出抑制法） 

3ヶ月毎の定期点検 

点検の実施 
○ 

特定物質の規制等によるオゾン層の保護に関する法律（オゾン層保護法）  ○ 

建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律（建築物省エネ法） 省エネ基準適合 ○ 

収集運搬 

道路運送車両法 運転日報 ○ 

貨物自動車運送事業法 車両点検簿 ○ 

道路交通法 車検証 ○ 

 グリーン購入法 
物品の購入は、環境考慮物品等を選択するよ

うに努める。 
○ 

福井県 

環境基本条例 
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/kankyou/kankyoujourei.html 

遵守状況の確認 

大気汚染等測定結果報告 

○ 

越前市 

環境基本条例 
http://www1.g-reiki.net/echizen-city/reiki_honbun/r290RG00000331.html ○ 

鯖江市 

環境基本条例 
https://www1.g-reiki.net/city.sabae/reiki_honbun/r400RG00000281.html ○ 

 

関連法規制の遵守状況確認を毎年1回実施しており、違反はありませんでした。 

 

外部からの苦情等の受付結果 

内容 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 

法律違反の有無 無 無 無 無 無 

訴訟の有無 無 無 無 無 無 

環境に関する苦情の有無 無 無 無 無 無 

また、関係機関や地域住民からの指摘、苦情もありませんでした。 

確認日 2022年12月20日 

確認者 谷﨑 晃 

  

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/kankyou/kankyoujourei.html
https://www1.g-reiki.net/city.sabae/reiki_honbun/r400RG00000281.html
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11. 代表者による全体の評価と見直し・指示（マネジメントレビュー） 

評価項目 評価記録・指示事項 適・否 

① 前回までのマネジメントレビューフォローアップ 

内部及び外部監査の結果況 

全体的にフォローアップされていると思うが、今

回の監査で新たに指摘を受けている部分、企画が

新しくなっている部分、しっかりと確認して修正

していくように。 
適・否 

② 統合マネジメントシステムの改善目標・計画及び実

施状況 

 

エネルギー使用量と二酸化炭素排出量 

廃棄物の取扱量とリサイクル量 

社員教育、緊急事態、サービス管理 

目的及び目標が達成されている程度 

作業の増加、機械・資源の老朽化が伴っているこ

とから、全体の確認を怠らずに計画を実施してい

くように。 

社員教育、特に新人教育には今後も力を入れてい

くように。 

適・否 

③ システムに影響を及ぼす外部及び内部の課題の変化 

 

関係法令、顧客要求事項等の変更 

法的その他要求事項の遵守評価の結果 

一部を除き、法令等はきっちり遵守していると思

うが、問題のある部門等は特に力を入れて取り組

んでほしい。 

また、外部ともきっちり相談を行い、遵守に向け

て取り組むように。 

適・否 

④  顧客満足やクレーム等利害関係者からのフィード

バック 

 

ヒヤリハット・リスクアセスメント・不具合 

予防処置、是正処置の進捗状況 

地域貢献とコミュニケーション 

相対的に減ってきているが、更に強化する事で、

不具合等の減少に向けて継続するように。 

適・否 

⑤ その他責任者が必要と判断した事項 

代表者から次年度への指示 

 

実施体制 

安養寺工場も完成し、これからの事業で最大の効

果を出せるように、全員で取り組んでください。 

また、新たな投資事業も始まり、今後の課題とし

て取り組んでいきましょう。 
適・否 

 

 

大きなトラブルも無いことから、マニュアル等の変更は必要が無いと判断します。 

 

確認日 2022年12月20日 

確認者  谷﨑 晃  
谷
﨑
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